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本研究は，持久的競技者-と非活動者(コントロー;1.--)に

散大下のよさ関節成総選動を行わせ，関若手における駿議飽和

度と血流畿の変化について検討することを践的とした.

{方法}

被検者には，大学綾上競技者自に所属する3tJ子学生6名

({f三齢20.3土2.0歳， 身長166.3土6.2cm，体J1I55.9土6.3kg)

とiヨ?設定期的iこ運動を行っていない大学男子学生5名

(年齢21.6土1.9殺，身長173.4土7.3cm.体遺63.1:i:6.0kg) 

を用いa 各々持久的競技者若手とコントロ…Jy:Rfとした.被

検者は，おjめに等尺穏:滋大随意底[i!カ(MYC)の誤.1)定を行い

，その負務を基準に20，30， 40， 50. 60明)MYCの強度で各2

分間E 議大下の足関節底総選iifJJを行った.選動tt1の散楽動

態は緋)議筋において時憾分解式の)[t赤外分光銭鐙を用い，

また血流畿の7JllJ定は大腿鼠径部の大総選IJ緩において超音波

ドッブラ…議畿を用いて測定を行った.なお，本研究では

殻楽動態と血液撃の諦j待機定は行えなかったため，築なる

自にi可じブロトコ…jレを用いて，これらの検討を行った.

{結巣および考案要}

運動中の駿紫飽和皮 (S02)は全ての強度において持久的

競技者群が約3011も，コントロ…jレ群では約45%とほぼ…定の

i躍を添い持久的競技者群がコントロール群と比べて有意

に低縫を訴した.血流:畿は， j関々で検討すると被検者11名

中7名においてj護動強度との情jに非常にi高いiEの報関関捺

(将関保数0.90以上)が認、められた.しかしながら，若手間に

おいて有意な援は認められなかった.これらのことからき

持久的トレーニングは議大下段銘運動中の下肢血流E誌に影

響をおよぼさないが，ヘモグロピンからの殻紫の解離を促

進させる可能性が示唆された.また畿大下成路運動中の運

動強撲の増大に伴う賞受講滞裂の増加は，主にi包流選まを拶(1議

させることによって補う可能授が示唆された.
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